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The Mid-Niigata Prefecture Earthquake of 2004

- FR204E (2008%E) BEF - BHAEEHE
The hvate-Mivagi Nairiku Earthquake of 2008

- KHR - IRRREMEOHE (2011.03.12)
The earthquake around the border of Nagano and

The Southern Hyogo Prefecture Earthquake of 1995

DT L— rEROME Interplate Earthquakes

- EEME  The Nankai Earthquake
- HEBHE The Tonankai Earthquake

THISE (2003%) +HitHnE
The Tokachi-oki Earthquake of 2003

- FA23E (201145) FALHA KT E TR

The 2011 off the Pacific Coast of Tohoku Earthquake
Niigata prefectures on March 12 2011 ¢ off the Pacific Coast of Tohoku Earthquake
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Graph1

		病院

		自宅

		その他

		記載なし



病院139人（4%）

自宅
3,163人
（87%）

その他
314人
（8%）

不明35人
（1%）

139

3163
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人的被害，住家被害

		

								福岡県西方沖地震 フクオカケンセイホウオキジシン		兵庫県南部地震 ヒョウゴケンナンブジシン				警固断層帯南東部 ケゴダンソウタイナントウブ

								全体 ゼンタイ				福岡市 フクオカシ		全体 ゼンタイ		福岡市 フクオカシ

		人的被害 ジンテキヒガイ		死者 シシャ		人 ヒト		1		6,434		1		1,183		458

				行方不明者 ユクエフメイシャ		人 ヒト		0		3		0

				重傷者 ジュウショウシャ		人 ヒト		198		10,683		163

				軽傷者 ケイショウシャ		人 ヒト		1,006		33,109		875

				負傷者計 フショウシャケイ		人 ヒト		1,204		43,792		1,038		22,508		3,171

		住家被害 ジュウカヒガイ		全壊 ゼンカイ		棟 トウ		144		104,906		141		17,967		4,523

				半壊 ハンカイ		棟 トウ		353		144,274		323		15,021		3,474

				一部破損 イチブハソン		棟 トウ		9,338		390,506		4,756

				住家被害計 ジュウカヒガイケイ		棟 トウ		9,835		639,686		5,220

								1,205		50,229





人的被害，住家被害

		



死者1人

行方不明
0 人

重傷者
163人（16%）

軽傷者
875人
(84%)



死亡原因

		



死者
6,434人（13%）

行方不明
3人

重傷者
10,683人（21%）

軽傷者33,109人（66%）



Sheet3

		阪神・淡路大震災　神戸大学医学部記録誌　第Ⅴ編　法医学分野の活動 ハンシンアワジダイシンサイコウベダイガクイガクブキロクシダイヘンホウイガクブンヤカツドウ

		監察医業務区域（西区と北区を除く神戸市内）及び西宮市内の一部 カンサツイギョウムクイキニシクキタクノゾコウベシナイオヨニシノミヤシナイイチブ

		災害死体に関する死体検案 サイガイシタイカンシタイケンアン

		平成7年1月17日～1月31日 ヘイセイネンガツニチガツニチ

		死亡場所 シボウバショ

		病院 ビョウイン		139

		自宅 ジタク		3,163

		その他 タ		314

		記載なし キサイ		35

		合計 ゴウケイ		3,651

		死因分布（監察医業務区域） シインブンプカンサツイギョウムクイキ

		窒息 チッソク

		胸部圧迫 キョウブアッパク

		胸腹部圧迫 キョウフクブアッパク

		体幹部圧迫 タイカンブアッパク

		頭頚部・顔面・気道圧迫または閉塞 トウケイブガンメンキドウアッパクヘイソク

		原死因の記載なし ゲンシインキサイ

		その他 タ

		圧死（胸部・頭部・全身の圧挫損傷） アッシキョウブトウブゼンシンアツザソンショウ

		外傷性ショック（火傷・打撲・挫滅・出欠等による） ガイショウセイヤケドダボクザメツシュッケツトウ

		死因分布 シインブンプ

		窒息 チッソク		1,967

		圧死 アッシ		452

		頭部損傷 トウブソンショウ		124

		頸部損傷 ケイブソンショウ		63

		臓器損傷 ゾウキソンショウ		55

		外傷性ショック ガイショウセイ		82

		全身打撲 ゼンシンダボク		293

		焼死 ショウシ		444

		不詳・不明 フショウフメイ		116

		衰弱・凍死 スイジャクトウシ		7

		その他 タ		48

		合計 ゴウケイ		3,651

		死亡推定時刻（監察医検案分，不詳データ削除後） シボウスイテイジコクカンサツイケンアンブンフショウサクジョゴ

		死亡日時 シボウニチジ		死亡者数 シボウシャスウ		死亡者数累計 シボウシャスウルイケイ

		1/17～ 6:00		2,221		2,221		96.3%

		～ 9:00		16		2,237		97.0%

		～12:00		47		2,284		99.0%

		～23:59		12		2,296		99.6%

		1/18		5		2,301		99.8%

		1/20		2		2,303		99.9%

		1/21		1		2,304		99.9%

		1/22		1		2,305		100.0%

		1/25		1		2,306		100.0%

		計 ケイ		2,306
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		窒息 チッソク		1,967

		圧死 アッシ		452

		頭部損傷 トウブソンショウ		124

		頸部損傷 ケイブソンショウ		63

		臓器損傷 ゾウキソンショウ		55

		外傷性ショック ガイショウセイ		82

		全身打撲 ゼンシンダボク		293

		焼死 ショウシ		444

		不詳・不明 フショウフメイ		116

		衰弱・凍死 スイジャクトウシ		7

		その他 タ		48

		合計 ゴウケイ		3,651

		死亡推定時刻（監察医検案分，不詳データ削除後） シボウスイテイジコクカンサツイケンアンブンフショウサクジョゴ

		死亡日時 シボウニチジ		死亡者数 シボウシャスウ		死亡者数累計 シボウシャスウルイケイ

		1/17～ 6:00		2,221		2,221		96.3%

		～ 9:00		16		2,237		97.0%

		～12:00		47		2,284		99.0%

		～23:59		12		2,296		99.6%

		1/18		5		2,301		99.8%

		1/20		2		2,303		99.9%

		1/21		1		2,304		99.9%

		1/22		1		2,305		100.0%

		1/25		1		2,306		100.0%

		計 ケイ		2,306
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